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九
条
隆
博
伝
の
考
察
（
一
）
 

永
仁
勅
撰
撰
者
の
生
涯

佐

々

木

孝

浩

序

 
第
十
三
代
勅

撰
集
と
成

り
得
ず

、
未
遂

の
ま
ま

に
終
わ

っ
た
永
仁
勅
撰

の
議

は
、
け
れ
ど
も
、
反
御

子
左
派

と
京
極
派

と
い
う
、
鎌

曾
期
和
歌
史
上

に
重
要

な

二
つ
の
文

学
活
動

の
間

に
位
置

す
る
と
い
う
点

に
於

い
て
、

い
さ

さ
か
注
意

を
要
す
る
問
題
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

 
永

仁
元
年

(
一
二
九

三
)

八
月

二
十

七
日
、
伏
見
天
皇
よ
り
勅
撰
集
撰
進

の

下
命
を
受
け
た
四
歌
人

の
内

、
為
兼

・
雅
有

・
為
世

の
三
名

に

つ
い
て
の
研
究

 

(1
)

の
進
展

に
対

し
、
ひ
と
り
九
条

隆
博

の
み
は
、
そ

の
詠
歌
並
び

に
伝

に
関
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2
)

研
究
が
あ
ま
り
進

め
ら
れ
て

い
る
と
は
言

い
難

い
。

 

こ
の
九
条
隆
博

は
、
い
わ
ゆ
る
反
御

子
左
派

の
中
心
人
物

で
あ

っ
た
、

六
条

藤
家
流
九
条
家

の
知
家
行
家

父
子

の
嗣
と
し
て
生
ま
れ
、
京
極
派
誕
生

の
温
床

と
な

っ
た
煕
仁
親

王

(
伏
見

天
皇

)
東
宮
歌
壇

の
構
成

員
で
あ

っ
た
、
と
い
う

二
点

か
ら
も
、
永

仁
勅
撰

の
考
察

上
重
要

な
人
物

で
あ
る
と
言

え
る
。
そ

こ
で

本
稿

で
は
、
歌
人
九
条
隆
博

の
伝

と
活
動

の
考
察
を
行

い
、
永
仁
勅
撰

ひ
い
て

は
鎌
倉
期

和
歌
史

研
究

の

一
助
と
し
た

い
と
思
う
。

二
 

生

没
年

 
附
、
妻
子

 
第
十

一
代
勅

撰
集

『
続
古
今
和
歌
集
』

の
五
撰
者

の

一
人
、
九
条

行
家

の
息

と
し

て
生
ま
れ
た
隆
博

は
、
そ

の
母

・
生
年
共

に
不
詳

で
あ
る
。
た
だ
生
年

に

つ
い
て

は
、
井
上
宗
雄
氏
が

『
中
世
歌
壇
史

の
研
究
 
南
北
朝
期
』
(
明

治

書

院
、
昭
四
〇

・

一
一
)

に
於

い
て
、
隆
博
息
隆
教

の
生
年

や
行
家

と
隆
教

の
叙

従

三
位
年
齢
等
を
勘
案
し
て
、
仁

治
末

か
寛
.兀
初
年

の
生

ま
れ
と
推
定

さ
れ
て

お
ら
れ
、
ま
た
近
時

の

「
藤
原
行
家

の
生
涯
ー
年
譜

風

に
ー
」

(「
立
教

大
学

日

本
文

学
」
六

一
号
、
昭
六
三

・

一
二
)
で
は
、
知
家
等

の
叙
爵
時
年
齢

や
行
家

の
年
齢
な
ど

か
ら
、
仁
治

二
年

(
一
二
四

一
)
頃
と
試
算
さ
れ
て

い
る
。
現
在

ま

で
に
管
見

に
入

っ
た
年
齢
推
定

の
唯

一
の
手
掛

か
り
と
し
て

は
、

 
 
 
 

永
仁
元
年

八
月
十
五
夜
後
宇
多
院

に
十
首
歌
召
し
け
る

に
、

 
 
 
 

秋
虫
を
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

大
蔵
卿
隆
博

 
 
秋
を

へ
て
な
る

る
枕

の
き
り
ぎ
り
す
し
る
や
五
十
路

の
涙
そ

ふ
と

は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
新
拾
遺

集

・
四
七
七
)

と
あ
る

一
首

が
あ
る
。
こ
の
歌

の
示
す
、
永
仁
元
年

(
一
二
九
三
)

に
隆
博

が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3
)

「
五
十
路
」
、

つ
ま
り
四
十
代
後
半
か
ら
五
十
代
初

め
で
あ

っ
た
可
能
性

の
高
さ

8



は
、
井

上
氏

の
推
定

を
補
強
す

る
も
の
と
な
る
。
仮

に
、
隆
博
が

寛

元

二

年

(
一
二
四
四
)

の
生

ま
れ
だ
と
想
定

す
る
と
、
永
仁
元
年

に
は
五

十

歳
、
同
六

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(4
)

年
十

二
月
五

日
の
没
時

(
公
卿
補
任

)
に
は
五
十
五
歳
で
あ

っ
た

こ

と

に

な

る
。
便
宜
上
以
下

の
年
齢
表
示

は
こ
の
計
算

に
依
る
こ
と
と
し
た
い
。

 
ま
た
こ
こ
で
、
隆
博

の
子
と
妻

に

つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
 
『
尊
卑

分

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
(5
)

脈
』
(
以
下

「
分
脈

」
と

略

称

)
や

『
系
図
纂

要
』
及
び

『
四
条
家
譜
』
等

の

系
図

に
拠
れ
ば
行
家

の
.†
は
隆
博

一
人

で
あ

る
。
そ

の
子
も
ま
た

隆

教

}
人

で
、
『
公
卿
補
任
』

(
以
ド

「
補
任
」

と
略
称
)

の
年
齢
注
記

に
従
え
ば
、
隆
教

は
文
永
六
年

(
一
二
六
九
)

の
生

ま
れ
、
父
隆
博
が
推
定
年
齢

二
十
六
歳

の
折

の
子
と
な
る
。
「
分
脈
」
の
隆
教

に
は
官
位
が
記
さ
れ
る

の
み
だ
が
、
橘
以
経
女

子

の
傍
注

に

「
大
蔵
卿
藤
隆
博
卿
室

正
二
位
隆
教
卿

母
」
と
あ

っ
て
、
そ

の
母

が
知

ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
「
補
任

」
の
叙
従
三
位

の
尻
付

で
は
隆
教

の

母

は

「
故
弾
正
大
弼
行
経
朝

臣
女
」
と
あ
り
、
確

か
に

「
分
脈
」

の
南
家
貞
嗣

流

行

経

の
女
子

に
も

「
左
京
大
夫

隆
博
室
」
と

の
傍
注
が
存
し
て
い
る
。
隆
博

に
親

の
名

が
よ
く
似
た

二
人

の
妻
が

い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
も

の
の
、
橘

以
経

・
藤

原
行
経
と
も

に
弾
正
大
弼
を
経
験

し
て
い
る

(
分
脈
)
こ
と
も
あ
り
、
"早
体

の

「
以
」
と

「
行
」
と

の
近

似
が
元
で
氏

の
異

な
る

二
人

の
隆
博
室

と
隆
教

母

が

生
ま

れ
た
可
能
性
が
高

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

で
あ
る
と
し
て
も
、

一
方

に
決

す
る
に
足
る
証
拠
も
無

い
の
だ
が
、
行
経

が
和
歌
と
縁
遠

い
家
系

で
あ

る

の
に
対
し
、
以
経

は
曾
祖
父
広
房

や
従

兄
弟
長
政

(
法
名
寂
縁

)
等
同
族

に
勅

撰
歌
人
が
多
く
、
阯

つ
位

は
低
く
と
も
橘
氏
長
者

の
家
柄
で
あ
る
分
、
橘

以
経

女
子
の
方
が
隆
教

の
母

で
あ
る
蓋

然
性
が
高

い
と
は
、一.口
え
よ
う
か
。
隆
博

に
こ

の
他
に
も
妻
が

い
た
こ
と
を
示
す
資
料

は
管
見

に
入
ら
な
い
。

 

ま
た
、
「
分
脈
」
が
隆
教

の
子
と
す
る
隆
朝

も

「
補
任
」

の
尻
付

に

「
父

従

二
位
隆
博
卿
L

と
あ

っ
て
、
隆
博

の
子
で
あ
る
可
能
性
が

あ

る
。
「
補
任
」

の

隆
朝

の
年
齢
注

記
に
は
混
乱

が
あ
り
、
正
応
三
年

(
=

一九
〇

)
・
同

四

年

・

同
五
年

・
永
仁

四
年

(
一
二
九

六
)

の
四

つ
の
生
年

が
求

め
ら
れ
る
。
隆
博

が

父
で
あ
る
と
す
る
と
、
推
定

で
順

に
四
十
七

・
四
十
八

・
四
十

九

・
五
十
三
歳

の
何

れ
か

の
時

の
子
で
あ
る
こ
と

に
な
る
。
隆
教

と
も
二
十
数
歳

も
隔

た
る
こ

と

か
ら
み
て
も
、
隆
教
を

父
と
す
る
方
が
確
か
に
自
然

で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、

幼
時

に
父
が
没

し
た
為

、
兄
の
養
予
と
な
る
例
も
多

く
、
猶
、
「
分

脈

」
に

見

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(6
)

え
る
他

の
隆
教

の
子
達
を

も
併

せ
た
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三
 

官
歴
 

附
、
改
名

 
歌
人
と
し
て

の
隆
博

を
考
え
る
前

に
、
宮
廷
人
た
る
隆
博

の
地
位

を
確
認
す

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

(7
)

る
た

め
に
、
隆
博

の
官
歴
を
年
譜
形
式

で
.小
し
て
お
き
た

い
。

占k
治
.兀
年

(
一

建
長
七
年

(
一

文
応
元
年

(
一

弘
長
元
年

(
一

文
永

二
年

(
一

 
 

四
年

 
 

六
年

 
 

八
年

九
年

一
〇
年

二
囚
七
)

一
・
五

二
五
五
)
九

・
二
九

二
六
〇
)
三

二

一九

二
山ハ
一
)
二

・
五

 

 
 
 
八

・
=
二

二
六
五
)

一
・
五

 

 
 
 

一
・
五

 

 
 
 
四

・

一
〇

 

 
 
 

一
七

・

一
〇

二

・
二
〇

叙
爵

〔
四
〕

侍
従

〔
一
二
〕

讃
岐
権
介

〔
一
七
〕

 
 
 
 

(8
)

左
少
将

〔
一
八
〕

従
五
位
上

正
五
位
下

〔
二
二
〕

従

四
位
下

〔
二
四
〕

左
少
将
還
任

〔
二
六
〕

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(9
)

従

四
位
上
(
風
雅

集

・
二

一
八
二
)

 

〔
二
八
〕

兼
河
内
介

〔
二
九

〕

左
京
大
夫

(
父
譲

)
〔
三
〇

冒

一9一



建
治
元
年

(
=

一
七
五
) 

・
六

 
 

二
年
 

 
 

 

 
 

 
二
頃

弘
安
四
年

(
一
二
八

一
)

 
 

七
年

 
 

九
年

 

一
〇
年

正
応
三
年

(
一
二
九
〇
)

永

仁
二
年

(
一
二
九

四
)

 
 

四
年

 
 

六
年

三 四 四 一 一 一 五 一
●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

ニ ー 一 一 一 五 六 一
二 三 三 三 三  九

正

四
位
下

〔
三
二
〕

亀
山
院
院

司

(勘
仲
記

、

一
二
月

 
 
 
 
 
 
 

(
10
)

 

二
二
日
、
二
五
日
条

)
〔
三
三
冒

 
 
 
 
 
 
 

(11
)

従
三
位

(
一
代
要
記
)
ロ
ご
八
冒

侍
従

〔
四

一
〕

正
三
位

〔
四
二
〕

刑
部
卿
遷
任

〔
四
三
〕

従
二
位

・
去
刑
部
卿

〔
四
七

旨

宮
内
卿

〔
五

一
〕

遷
大
蔵
卿

〔
五
三
〕

但
馬
権
守

〔
五
五
〕

 

官
歴

の
詳
細

は
右

の
年
譜

の
と
お
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
身
分

の
視
点

か

 
 
 

(
12
)

ら
、
同
族
中

に
お
け
る
隆
博

の
位
置

の
確
認
と
、
永

仁
勅

撰

の
他

の
三
撰
者

と

の
比
較
を
行

っ
て
み
た

い
。

 

摂
関
体
制
時
代

の
下
級

公
家

た
ち

の
家
格
再
編
成
期

と
も

い
え

る

院

政

期

に
、

六
条
藤
家

の
祖

顕
季
顕
輔
父
子
が
、
院
近
阻
と
し
て
共

に
三
位

に
は
昇

り

得
た

も
の
の
非
参
議

で
留

ま

っ
て
以
降
、

ほ
ぼ
家
格
が
固
定

し
、
顕
輔
流

は
散

位

公
卿

の
ま
ま
で
終

わ
る
家
柄

と
な

っ
た
。
顕
輔

の
曾
孫

に
あ
た
る
知
家
あ

た

 
 
 
 
 
 
 

(B
)

り

か
ら
九
条
を
称

す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
も
家
格
は
変

わ
ら
ず
、
隆
博
も
従

二
位
と

い
う
高
位

に
昇

り
な
が
ら
、

つ
い
に
非
参
議

の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
そ

の

家
格

の
束
縛
の
中

で
隆
博

の
辿

っ
た
官
途
が
同
族
達

と
比
較

し
て
如
何

な
る

も

の
で
あ

っ
た
か
、

そ
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
資
料

が
、
『
鎌
倉
遺

文
』

に

収

載

さ
れ

て
い
る
。
「
盛
家
挙
状
」
と
名
付
け
ら
れ
た
文
書

が
そ
れ
で
あ
る
。

口

口
氏
家
侍
従
所
望
事

〔
氏
〕

家
稟

一
流
之
家
嫡
、
継
累
代
之
門

業
、
憶

一
門
昇
遷

口
之
後
、
或

任
諸
衛
佐
、
或
経
諸
官
亮
、
或
除
拾
遺
、
或
任
口
口
、
加
之

、
内
蔵

頭

・

京
職
天
夫

・
八
省
卿
皆
是

四
品
拝
官
、
口
口
之
芳

燭
也

、如

此
次
第
昇
進

、

不
拘
哉
、
愛
氏
家
叙
爵
口
口
、
雛
及
十
余
年
、
不
浴

一
官
之
間

、
未
能
出

仕
之
拝
趨
、
口
所
申
匪
嘗
思
私
、
併
為
致

奉
公
也
、
愈
議
之
処

、
山豆
口
哀

憐
乎
、
就
中
、
拾
遺
者
、
当
家
之
余
流
、
皆

以
令
拝
任
、
口
家
蓋
達
微
望

、

以
此
等
之
趣
、
可
然
之
様
、
可
令
洩
奏
達
給
之
状
如
件

 
 
 
 
 

二
月

一
日
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
盛
家

蔵

人
少
輔

殿

 
 

(
一
五
七
九

三

・
『
兼
仲
卿
記
』
弘
安

十
年

三
月

・
四
月
巻
裏
文
書

)

 

こ

の
文
書

の
提
出
者

で
あ
る
盛
家
は
顕
輔

四
代

の
孫
、
隆
博
と

は
曾
祖

父
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(14
)

L
が
兄
弟

と
い
う
間
柄

に
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き

た
同
族

で
あ

る
。
そ

の

盛
家

が
叙
爵
以
来
任
官

の
ま
ま
な
ら
な
い
息
氏
家

の
任
侍
従
を
願

い
出

た
の
が

こ
の
挙
状

の
主
旨

で
あ
る
。
文
書
中
、
氏
家
を
指

し
て

「
稟

一
流
之
家
嫡
」
と

記

し
て
い
る
通
り
、
顕
輔

-
重
家
-
経
家
-
家
衡
ー
家
清

-
盛
家

-
氏
家
と
続

く

こ
の

一
流

こ
そ
、
家
名

の
由
来

と
な

っ
た
顕
輔

の
六
条
殿
を
伝
領

し
た
、
顕

 
 
 
 

(15
)

輔
嫡
流

で
あ
る
。
そ

の
家
嫡

に
し
て
こ
の
有
り
様

で
あ

る
の
は
、
隆
博

の

一
流

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(16
)

と
比
較
す

る
に
、
家
清

以
来
勅
撰
集

に
入
集
無
く
歌
道
と
縁
遠

く
な

っ
た
事
と

全
く
無
関
係

で
は
あ
る
ま

い
。

 
そ

れ
は
と
も

か
く
、
こ
こ
で
盛
家

が

一
門

(
「
当
家

の
余
流
」
を
含

め

た

表

現
と
解
す

る
と
、

ほ
ぼ
.顕
輔
流

、
あ
る
い
は
そ

の
息
重
家

の
流

を
意
味
す
る
と

考

え
て
良

い
で
あ
ろ
う
)

の
人

々
の
任

ぜ
ら
れ

た
官
職
を
列
挙

し

て
い
る

こ
と

は
注
意
さ

れ
よ
う
。
諸

衛
佐

・
諸
官
亮

・
侍
従

・
口
口

(
他
と
比
較
す
る

に
国

一10一



守

・
少
納
言

・
蔵

人
あ
た
り

か
)
、

や
や
上
が

っ
て
、
内
蔵
頭

・
京
職

大

夫

・

八
省
卿

と
、
公
卿

に
は
な

っ
て
も

せ
い
ぜ
い
四
位
相
当

の
官

に
任

ぜ
ら
れ
て
い

た
顕
輔
流

の
実
状
が
良

く
判

る
記
述

だ
が
、

こ
れ
ら
を
隆
博

の
官
歴

と
照
合

し

て
み
る
と
、
隆
博

は
、
諸
衛
佐

・
諸
官
亮

・
内
蔵
頭

は
な

い
が
、
よ
り
高
官

の

(17
)

少
将

を
経
験

し
、
盛
家

が

「
当
家
之
余
流
、
皆
以
令
拝
任
」
と
拘

っ
た
侍
従
、

そ
し
て
左
京
大
夫
や
宮
内

・
刑
部

・
大
蔵

三
省

の
卿
を
歴
任

し
て
い
る

の
で
あ

る
。
そ
れ
ら
隆
博
が
経
た
官

を
検
討
す

る
と
、
少
将

は
因
縁
付
き
な
が
ら
顕
輔

 
 
 
 
 

 
 
 

(18
)

流

で
初

め
て
曾
祖
父
顕
家

が
、
そ

し
て
知
家

の
弟
顕
氏
息
顕
名

が
任
官

し
て
お

り
、
宮
内
卿

は
顕
家
兄
弟

の
経
家

と
季
経
、
刑
部
卿
は
顕
輔

・
重
家

、
大
蔵
卿

は
顕
家
弟

の
有
家
が
そ
れ
ぞ
れ
任

じ
ら
れ

て
い
る
。
そ
し

て
侍
従
は
行
家

が
、

京
職
大
夫

は
顕
輔

・
顕
家

そ
れ
に
行
家
等

が
就

い
て
お
り
、
隆
博

の
家
と
は
縁

の
深

い
官

で
あ
る

こ
と
が
判

る
。

 

か
く

の
如

く
、
隆
博

の
任

じ
ら
れ
た
官

に
は
何

れ
も
同
族
内

で
の
前
例
が
あ

り
、
そ

の
点

に
於

い
て
は
特

に
目
立

っ
た
官
歴

で
は
な

い
。
し

か
し
な
が
ら
、

侍
従

・
京
職
大
夫

は
も
と
よ
り
、
前
例
希

な
少
将

や
三
省

の
卿
を
歴
任
し
た

こ

と

は
充
分
注

目
に
値

し
よ
う
。
六
条
本
家

や
そ

の
分
家
、
ま

た
隆
博

の
子
孫
を

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(19
)

見
渡
し
て
も
、
隆
博

に
匹
敵
す
る
官
歴

を
有

す
る
者

は
無
く
、
非
参
議

の
家
格

で
あ
る
顕
輔
流

の
歴
史
上
、
隆
博
は
官

人
と
し
て
の
頂
点
を
極

め
た
と
言
う
事

も
可
能
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
時
代

の
推
移

の
中

で
の
官

位
相
当
制

の
崩
れ

や
、
官
職

の
実
質
的

な
権
威
を
考
慮

せ
ず

に
見
た
場
合

で
あ

り
、
権
勢
は
院
近
臣

と
し
て
活
躍

し
た
顕
季

や
顕
輔
等

に
及
ぶ
べ
く
も
な

い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と

は
い
え
、
院
近
臣
と
し
て
で
も
な
く
、

こ
う
し
た

官

に
就
き
得

た
と

い
う
事
実

は
、
九
条
家

が
六
条
藤
家

の
流

れ
を
汲
む
歌
道
家

と
し
て
の
地
位
を
確
保

し
て
お
り
、
か

つ
隆
博
が
そ

の
家

を
継

ぐ

に
相

応
し
い

歌
人

と
し
て
の
力
量
を
備

え
て
い
た
事

を
、
間
接
的
な
が
ら
証
明
し
て
い
よ
う
。

 
そ
れ

で
は
、
隆
博

の
同
族
中

で
の
地
位

の
確
認

に
続

い
て
、
次

に
、
他

の
歌

道
家

に
生

を
受

け
た
、
永
仁
勅
撰

の
残
り

の
三
撰
者
達
と

の
官
位

の
比
較
を
し

て
み
た

い
。
そ

の
こ
と
を
考

え
る
手
段

と
し
て
、
以
下

に
隆
博

を
含

め
た
四
人

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(20
)

の
昇
進
年
齢
比
較
表
を
掲
げ

て
み
る
。

隆
 

博
 
 
雅
 

有
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世

為
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一
見
し
て
判

る
よ
う

に
、
隆
博

の
欄

に
は
空
白
が
目
立
ち
、
他

の
三
人
と
比

較

し
て
隆
博

の
身
分
が
低

い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
同

一
官
位

の
年
齢

を

比
較

し
て
も
、
雅
有

に
や
や
匹
敵

は
し

て
も
、
御

子
左
流

の
他

の
二
人
と
の
差
.

は
歴
然

で
あ
ろ
う
。
逆

に
八
省

の
卿

に
任
じ
ら
れ
た
年
齢

が
最
も
若

い
の
は
、

三
位

に
は
昇

る
も

の
の
、
相

当

の
官

へ
就
け
な

い
隆
博

の
家

の
家
格
を
象
徴

し

て

い
る
の
で
あ
る
。
御
子
左
家
と

の
比
較

に
於

い
て
、
六
条
藤
家
流

の
歌
人
達

を
考

え
る
際

に
は
、
こ

の
家
格

の
差

は
無
視

で
き
な

い
問
題

で
あ
ろ
う
。

 

と
こ
ろ
で
、

こ
う
し
た
顕
輔

流

の
家
格
を
考
え
る
上
で
気

に
な
る

の
は
、
隆

博

の
改
名

の
問
題

で
あ
る
。
管

見

に
入

っ
た
改
名

を

小
す
資
料

は
『
公
卿
補
任
』

唯

一
つ
で
、
宝
治
元
年

正
月
五
日

の
叙
爵
時

に
隆
博

の
名

は

「
博
家

」
で
あ

っ

た
と
言
う
。
『
尊
卑

分
脈
』

の
当

該
部

分

に
明

ら
か
な
よ
う

に
、
顕

輔

の
嫡
男

重
家

の
子
孫

の
内
、
先

に
触
れ
た
経
家

以
下

の
六
条
本
家
と
、
経
家
弟
.顕
家

の

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔21
)

流

の
九
条
家
と
は

「
家

」
の
字

を
通
字

と
し
て
お
り
、
博
家

の
名

は
顕
家
-
知

家
-
行
家
と
続
く
九
条
流

の
嗣

子
に
相
応

し
い
名

と
言

え
る
。
そ
の
名

の
下

に

付
く

「
家
」

の
字

を
捨

て
て
、
新

た
に
選

ば
れ
た
の
は
、
隆
博

の
子
孫
達

の
名

も
.小
す

よ
う

に
、
名

の
上
に
付

く

「
隆

」
の
字

で
あ

っ

た
。
「補
任

」
で
見

る

限
り
、
博
家

か
ら
隆
博

へ
の
改
名

の
時
期

は
、
初
度

の
任
侍
従

(
推
定
年
齢
十

二
歳
)
以
前

の
事

と
思
わ
れ
、
隆
博
自
身

の
意
志

に
よ
る
も

の
と

は

考

え

難

い
。
そ
れ

で
は
、
隆
博

の
名

に
改

め
さ
せ
た
、
隆
博

以
外

の
誰
か

(
祖

父

・
父

力
)

の
意
図
は
奈

辺
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

 

こ
の
こ
と

に
関
し
て
も
、
既

に
井

上
氏

が
生
年
推
定

で
触
れ
た
論
文
中

に
於

い
て
、
「
全
く

の
臆

測
だ
が
、
同
族

四
条
家

の
隆

と
い
う
通
字
と
関
係

な
い
か
。

誰

か
の
猶
子
と
な

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ

て

お

ら

れ

る
。
確
か

に
占
筆

の
世
界

に
於

い
て
も

『
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
等

に
は
、

「
八

瀬

切
L
と
称
さ
れ
る

「
続
古
今
集
」
断

簡

の
伝

承
筆
者
と
し
て

「
四
条
隆
博
」

の
名

が
見
え

て
お
り
、
隆
博
と

い
う
名
が

「
四
条

」
と

い
う
家
名
と
縁

が
深

い

こ
と
が
窺

わ
れ
る

の
で
あ
る
。

 
顕
季

の
主
だ

っ
た
三
壬
長
実

・
家
保

・
顕
輔

は
、
父

の
歩
ん
だ
と
同
じ
く
、

院
近
臣
と
し
て
出
世

を
重
ね
、
長
実

は
正
二
位
権
中
納
言

に

(鳥

羽
院
后
、
近

衛
院
母
后

美
福
門
院
得

子
を
娘

に
持

ち
、
死
後
正

一
位
左
大
臣

を

追

贈

さ

れ

た
)
、
家
保

は
従
三
位
参
議

に
進

み
、
顕
輔

も
非
参
議
な
が
ら
公
卿

に
昇

り

得

た
。
長
実

の
流

は
早

く
衰

え
た
が
、
家
保

の
流

は
、
次

の
家
成

が
正
二
位
中
納

言
、
そ

の
息
隆
季

は
正
二
位
権
大
納
言

と
次
第

に
昇
進
し
、
こ

の
隆
季
が
四
条

を
号
し

て
以
来

、
家
名

と
共

に
名

の
上
に
付

く

「
隆
」

の
字

も
通

字

と

成

っ

て
、
大
納
言
を
極
官

と
す
る
羽
林
家

四
条
家

が
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
。

 
隆
博

の
時
代

に
お
け
る
四
条
家
も
、
摂
関
家

を
も
凌
ぐ
権

力
を
握

っ
た
西
園

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(22
)

与
家
と
姻
戚
関
係
を
通
し
て
連
帯

す
る
な
ど
し
て
、
平
氏
政
権

と
結
ん

で
権
勢

 
 

(23
)

を
誇

っ
た
時
代

に
劣

ら
ぬ
勢
力

を
有

し
て
お
り
、
同
流
な
が
ら
顕
輔

流

の
九
条

家
な
ど
と
は
隔

絶
し
た
存
在

で
あ
り
、

ま
た
同
流

で
あ
る
が
故

に
、
そ

の
家
運

と
家
格
は
羨
望

の
的

で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
そ
う
し
た
九
条

・
四
条
両
家

の
関
係

は
如
何
な
る
も

の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
、
顕
季

の
子
孫
達

は
、
顕
李
建
立

の
善
勝
寺

を
氏
寺

と
し
、

一
族
中

最
も
高
位
高
官

の
者

を
善
勝
寺
長
者

と
し
て
結
束
す
る
同
族
体
制

を
採

っ
て

い

(四
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
25
)

た
。
兄
達

の
死
後
顕
輔

が

一
時
期

長
者

と
成

っ
た
事
実

が
示

す
よ
う

に
、
顕
輔

流
も
本
来
そ

の
構
成
員

で
あ

っ
た
が
、
家
格

に
大
き
な
差
が
付

い
た
為

、
顕
輔

の
f
孫
か
ら
長
者
と
成

っ
た
者

は
な
く
、
た
め
に
四
条
流
中

心

の
こ

の
同
族
体

制

に
顕
輔

の
六
条
流

が
何
時

ま
で
属

し
て

い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な

が

ら
、

四
条
隆
親

の
亡
室

の
法
事

に
、
知
家

の
弟
僧
都
尊
家

が
密
教
供
養

の
導

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

(26
)

師
を
勤

め
、
六
条
本
家

の
家
清

が
参
列

し
て
い
る
事
、
六
条
家
内

で
相

伝
さ
れ

一12一



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(27
)

て
い
た
人
麿
影

が
知
家
か
ら
四
条
流

の
成
実

に
譲

ら
れ
て
い
る
事
、

六
条
流

で

と
共

に
伝

え
ら
れ
た
讃
岐
国
里
海
庄

の
領
家
職
を
、
四
条
隆
行

が
六
条
光
衡

や

人
麿

影
九
条
行
家
等
と
争

っ
た
事
、
隆
博
が
永

仁
勅
撰

の
下
命

を
受

け
た
際
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(28
)

隆
行

の
子
醍
醐
寺
僧
隆
勝
か
ら
歌
稿

を
送
ら
れ

て
い
る
事
、
『
鳳
笙
師
伝
相
承
』

や

『
大
家
笛

血
脈
』
(
共

に
続
群
書
類
従
所
収
本
)
に
兄
弟
弟

子
と

し
て
四
条
隆

資

に
並
ん
で
、
顕
家

以
来
九
条
流

と
し
て
は
五
代
ぶ
り

に

「
九
条
少
将
茂
家
」

 
 
 
 
 
 
 
 

(29
)

の
名

が
記

さ
れ

て
い
る
事
等
、
隆
博
前
後

に
於
け
る
両
流

の
交
流
も
僅

か
な

が

ら
で
は
あ
る
が
認

め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
隆
博

の
母
親

が
四
条
家

の
縁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(30
)

者

で
あ

っ
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
あ
る
ま

い
。

 
結
局
、
隆
博
養
子

(
猶
子
)
説
を
立
証
す
る
に
足

る
資
料

は
見
当
た
ら
な

い

の
だ
が
、

こ
の
改
名
が
、
祖

父
知
家

や
父
行
家

が
加

わ

っ
た
い
わ
ゆ
る
反
御
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(31
)

左
派

の
活
動
が
盛

ん
で
あ

っ
た
時
期
と
重
な
る
事

は
偶
然

で
あ
る
と

は
考
え
ら

れ
ず

、
と
す
れ
ば

や
は
り
、
隆
博

は
歌
道
家
九
条
家

の
家
格
上
昇

の
為

に
、

四

条
家

の
誰

か
の
猶
子
あ
る
い
は
養

子
と
成

っ
た
と

の
見
方

が
最
も
蓋
然
性

が
高

い
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

四
 
現
存
歌

 
続

い
て
、
隆
博

の
和
歌

活
動

を
考
察
す
る
手
始

め
に
、
隆
博

の
現
存
歌
数
を

確
認

し
、
諸
撰
集

の
入
集
状
況
な
ど

か
ら
、
隆
博

の
同
時
代
並
び

に
後
代

に
於

け
る
歌
人
と
し
て

の
評
価

を
探

っ
て
み
た

い
。

 
隆
博

の
現
存
歌
を
集
成

す
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。
そ

の
う
ち
、
連
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(32
)

・
漢
詩
を
含

め
ず
、
重
出

を
除

い
た
歌
数

は
百
二
十

五
首

で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
A
 
勅
撰
集

続
古
今
集

(
一
首
) 

四
六
六

続
拾
遺
集

(
六
首

)
 

一
六
三

・
四
四
九

・
五
八
四

・
六
二
四

・
九
五

一
・
一

 
 

二
六
七

新
後
撰
集

(
十
首

) 

六

一
・
一
七

二

・
四
四
六

・
五
四
九

・
五
六

六

・
六
六

 
 

四

・
八
四
四

・
九

一
四

・
九

八
〇

・
一
五
四
三

玉

葉

集

(
九
首

)
 
五
〇
七

・
七
〇

六

・
八
四
九

・
八
六
二

・
九

八
二

二

 
 

六
七

一
・

一
七

一
九

・
二
三
八

一
・
二
五
三
五

続
千
載
集

(
九
首

) 

五
四

・
五

=
二
・
五
二
四

・
五
五
八

・
一

一
七

八

・
一

 
 
三
五
九

・
一
三
七
九

・
一
五
〇
〇

・
}
五
〇
四

続
後
拾
遺
集

(
五
首

)
四
〇

八

・
六
〇
七

・
八
七
八

・
一
一
六
七

・

=

一
八
六

風

雅

集

(
七
首
)
 

二

一
二

・
五
九
五

・
八
六
九

二

九

七
四

二

二

八
二

 
 

・
二
二
〇
八

・
二
二

【
○

新
千
載
集

(
五
首

) 

三
九
七

・
五

二
四

・
一
二
五
四

・
一
五
二
九

・
一
五

八

 
 
九

新
拾
遺
集

(
五
首

) 

四
七
七

・
八
〇
九

・
九
三
六

・
九

六

一
・

一
=
二
五

新
後
拾
遺
集

(
一
首

)
四
九
七

新
続
古
今
集

(
四
首

)
二
三
五

・
一
五

一
一
・

一
五
四
二

・
一
八
九
七

 
 
 
 
 
 
 
B
 

歌
会

・
歌
合

歌
合
 
文
永

二
年

八
月
十

五
夜

(
五
首

)
 

三
二

・
三
四

・
九

六

・
九

八

・
一

 
 

六
〇

続
古
今
和
歌
集
寛
宴
和
歌

(
】
首
)
 

二
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(33
)

摂
政
家
月
十
首
歌
合

(
現
存
九
首
)
 

七

・
一
九

・
三

一
・
四
三

・
六
九

・
九

 
 
三

・

…
〇
五

・
一
=

七

・
一
二
九

正
応

二
年

三
月
和
歌
御
会

(
】
首
)

内
裏

三
首
歌
会
正
応

三
年
九
月
十

三
夜

(
三
首

)
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厳

島
社
願
和
歌

(
一
首

)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(34
)

内
裏

五
首
歌

会
永
仁

元
年

八
月
十

五
夜

(
現
存

四
首

)

 
 
 
 
 
 
 
C
 

秀
歌
撰

・
私
撰
集

現
存
三
十

六
人
詩
歌

(
一
首
)
 
(
新
拾
遺
九

六

一
に
同
じ
)

和
漢
兼
作
集

(
五
首
)
 

一
四
二

・
四
〇
九

・
(
六
四
五
)
・
(七
九
七
)
・
八

一

 
 

八

閑
月
和
歌
集

(
五
首
)
 

一
二
七

・

=
二
七

・
(
四

一
七
)
・
五
〇
五

・

(
五
〇

 
 

八
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(35
)

拾
遺

風
体
和
歌
集

(
一
首
)

(
二
二

一
)

夫
木
和
歌
抄

(
十

四
首
)

二
六
六
六

・
二
七

一
五

・
六
三
二
七

・
八

=
二
九

・

 
 

八
三
三

一
・
八
三
五

三

・
八
四

一
一
・
八
四
三
〇

・
八
五
五
〇

・
八
六

一

 
 
〇

・
八
九

四
八

・
九

一
八

一
・

=
二
七
九
四

・
一
六
五
〇

二

歌
枕
名
寄

(
五
首
)
 
 
(
一
六
四
)
・
(
一
五
四
二
)
・
(
一
〇

八
七
)
・
(
一
六
四

 
 
〇
)
・
五

一
二

一

藤
葉
和
歌
集

(
四
首
)
 

(
二
六

一
)
・
三

一
五

・
五
二
五

・
六
〇

一

題
林
愚
抄

(
二
十
五
首
)
 

九
九

・
二
九
八

・
(
=

一
四
七
)
・

一
五
八

一
・
(
一

 
 
九
〇
五
)
・

一
九
〇
六

・
(
一
九
六
二
)
・
(
三
七
八
九
)
・
(
三
八

二

九
)
・

 
 

(
三
九

四
三
)
・
四
三

一
〇

・
(
四
三
五
三
)
・
(
四
五
三

一
)
・
(
四

八

=
二
)

 
 

・
(
五

一
三

八
)
・
(
五

四
一
二

)
・
(
五
九
〇
八
)
・
(
六

一
六
二
)
・
(
六

六

 
 
〇

四
)
・
(
七
〇
六
七
)
・
(
七
三
九

二
)
・
(
七
八
五
八
)
・
(
七

八

七

二
)
・

 
 
(
七
八
七
九
)
・
〔
八

一
三
八
〕

(
新
千
載

一
二
五
五
 
道
洪
法

師
、

=

一
五

 
 

六
が
隆
博
歌
、
歌

数
よ
り
除

く
)
・
(
一
〇
五
八
五
)

新
類

題
和
歌
集

(
十
三
首
)
 

(
正
応
二
年
三
月
御
会
)
・
(摂
政
家
月
十

首

歌

 
 
合
、

四
三
)
・
秋
上
、
田
家
秋
夕

く拾
葉
集
V
・
(
摂
政
家
月
十
首

歌

合

、

七
)
・
(同

、

一
九

)
・
(
同

、

=

七

)
・
(同

、

一
二

九

)
・
秋

下

、

朝

霧

〈石

間

集

〉
・
(
摂

政

家

月

十
首

歌
合

、

三

一
)
・
(
夫

木

六

三

二

七
)
・
恋

上

、

纏

見

恋

〈
石

間

集

〉
・
(摂

政

家

月

十

首

歌
合

、
九

三

)
・
(
同

、

一
〇

五
)

 
 
 
 
 
 
 
D
 
私
歌
集

実
材
母
集

(
二
首
) 

八
二
五

・
八
三
七

和
歌
ロ
伝

 
 

E
 

歌
学
書

(
五
首

)
 

五
三

・
七
七
〈
現
葉
集
〉
・
(
八

一
)
・

増
鏡

(
一
首

)

F

九
九

物

語

 

 
 
 
 
 
 
 
G
 
連
歌

・
漢
詩

井
蛙
抄

(
一句
)
連
歌
 
五
二
三

和
漢
兼
作
集

(
一
首
)
漢
詩
 
四
九
七

一
四

五

・

一
七

八

 
こ

の
現
存

歌
数

は
、
未
完

に
終

わ

っ
た
と

は
い
え
、
勅
撰
集
撰

者

に
任
じ
ら

れ
た
歌

人
と
し

て
は
決
し
て
多

い
数

で
は
あ

る
ま

い
。
殊

に
詠
歌

活
動

の
上
澄

み
と
も
言
え
る
勅
撰
入
集
歌

が
そ

の
半
数
を
占

め
る

の
は
、
勅
撰

集

に
汲
み
上

げ
ら
れ
難

い
、
裾

野
を
成

す
多

く

の
詠
作
、
中

で
も
私
的
な
活
動

を
伝

え
て
く

れ
る
和
歌
資
料

が
少
な

い
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。
例
え
ば
、 
「
万
葉
集

の
詞

に
て
二
百
首
」
(
玉
葉
集
五
〇
七
)
等

の
よ
う
な
規
模

の
大
き
な
定
数

歌

が
僅

か

一
首

の
み
し

か
現
存

し
て

い
な

い
の
は
そ

の
端
的
な
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
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な
現
状

の
主
な
理
由
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
は
、

や
は
り
隆
博

に
私
家
集

が
無

い
事

で
あ

ろ
う

か
。

 
そ

れ
に
し
て
も
、
隆
博

に
は
自
撰

に
せ
よ
他
撰

に
せ
よ
か

つ
て
私
家
集

が
存

在

し
た
事

は

一
度

も
無

か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
歌
学
書

は
元

よ
り
私
撰
集

の

集
付

等

に
も
隆
博

の
私
家
集

の
存
在
を
裏
付

け
る
証
拠

は
無

い
。

た

だ
、
『新

干
載
集

』
に
見
え
る
次

の

一
首

に
は
些
か
注
意
さ
れ
る
。

 
 

 
 
神
無
月

の
末

つ
か
た
女

に
か
は
り

て
か
れ
た
る
菊

の
枝

に

つ
け

て

 
 

 
 
人

の
も
と

に
つ
か
は
し
け
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
従

二
位
隆
博

 
 

つ
ら
し
と

は
う

つ
ろ
ふ
を
だ
に
み
し
も
の
を

か
れ

は
て
ぬ
る
か
庭
の
白
菊

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(
一
五
二
九
)

 

こ
こ
に
見
え
る

の
は
、
中

古

の
私
家
集

に
あ
る
よ
う
な
、

い
わ
ば
褻
的

な
詞

書

で
あ
り
、
撰
者

(
二
条
為
定

)
の
見

た
資
料

が
ど

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た

か
が
気

に
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述

す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
三

つ
も

の
勅
撰

集

に

一
条
実
経

の
死
を
悼

ん
だ
贈
答

が
見
え
て
い
る
事
等
も
、
同
様

の

例

で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く

も
、

こ
の

『
新
千
載
集
』

の

一
首

は
、
現
存
歌
中

に

歌
合

や
歌
会

・
大
嘗
会
和
歌
な
ど
公
的
な
晴

の
歌
が
多

い
隆
博

に
あ

っ
て
、
生

活

の

一
部
を
僅

か

に
垣
間
見

る
こ
と
の
で
き
る
、
極

め
て
私
的
な
詠

と
し
て
貴

重

な
も
の
で
あ
ろ
う
。

 

さ
て
、
隆
博

の
勅
撰
入
集
歌

の
総
数

は
十

一
代

の
集

に
亙
る

六
十

二
首

で
あ

る
。
こ
の
数
字

の
有
す
る
意
味

を
探

る
た
め
、
祖

父
知
家

・
父
行
家

・
息
隆
教

そ
し
て
永
仁
勅
撰

の
他

の
三
撰
者
を
併
せ

て
、
勅
撰
集

入
集
状
況
と

一
勅
撰
集

あ
た
り

の
平
均
入
集
歌
数
を
ま
と
め
た

の
が
、
下

の
表

で
あ
る
。

 

知
家
よ
り
隆
教

ま
で
の
四
代
を
見
渡
す
と
、
六
条
流

九
条
家

の
十

三
代
集

に

 
 

 
 
 
 
 
 
 

(36
)

占

め
た
役
割

の
小
さ
か
ら
ぬ
こ
と

が
感

じ
ら
れ
、
祖
父

・
父
に
は
や
や
劣

る
も

の
の
、
隆
博

が
伝

統
あ
る
歌
道
家

の
当
主

と
し
て
代

々
の
撰

者
か
ら
相
応

の
評

為兼為世知 家[行 家1隆 博1隆 教1雅 有

2

9

36

0

0

52

is

8

6

3

132

13.2

 

6

11

10

36

20

7

錐

担

6

卿

瑠

1

7

10
 
16

8
 
 
PO
 
 
9
臼 
 
ρ0
 
 
1
墨 

9
臼

14

72

6.55

 

1

12

19

31

17

4
 
 
1
↓ 
 
4

 
 
0
り 
 
nδ
 
 
ら0
 
 
ー
ム

娼

6

"

㎜

新古今

新勅撰

続後撰

続古今

続拾遺

続後撰

玉 葉

続千載

続後拾

風 雅

新千載

新拾遺

新後拾

新続古

入集数

集平均
 %

 

価
を
得

て
い
た

こ
と
が
確
認

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
永
仁
勅
撰

の
他

の
三

撰
者
と
比
較
す

る
と
、
歌
数

は
最
少
で
あ
る
が
、
他

の
三
者
が
各

々
後

に
撰
者

と
成

っ
た
り
、
撰
者
と
成

っ
た
子
孫
を
有

す
る
者
達

で
あ
る

こ
と
を
考
慮

に
入

れ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
に
見
劣
り
す
る
入
集
状
況

で
も
あ
る
ま
い
。
逆

に
取
り
柄
と

し
て
挙

げ
る
な
ら
ば
、
撰
者

や
家
、
流
派
等

に
拘

ら
ず

ほ
ぼ

一
定

し
た
入
集
を

見
て

い
る
こ
と
を
指
摘

で
き

よ
う

か
。

 

一
方

、
私
撰
集

に
於

い
て
は
、
隆
博

の
存
命
中
や
死

後
程
無
く
編

ま
れ
た
も

の
の
多
く

は
散

侠
し
、
現
存

し
て
も
残
關
本

で
あ
る
た

め
、
適

切
な
評
価

は
下

し
難

い
。
そ
れ
で
も
、
現
存
諸
集

に
関

し
て
見

る
な
ら
ば
、
隆
博

が
四
十
歳
前
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後

の
頃

に
、
仁
和
寺
関
係

の
僧
侶
歌
人

に
よ

っ
て
撰

ば
れ
た
と
さ
れ
、
十
巻

が

現
存
す
る

『閑
月
和
歌
集
』

で
は
、
祖

父
知
家

四
首

、
父
行
家

二
首
を
凌
ぐ
五

首

の
入
集
が
確
認
で
き
、
永
仁
勅
撰

の
他

の
撰
者
、
為
世

四
首

、
雅
有

・
為
兼

二
首
を
も
越
え

て
い
る
。

又
、
隆
博

の
死
後

に
編

ま
れ
た
、
冷
泉
為
相

の
撰
、と

推

さ
れ
る

『
拾
遺

風
体
和
歌
集
』
(
完
本
)

に
は

一
首

の
み
が
入

集

す

る
。
同

集
は
雅
有
十
貢
、
為
兼

四
首
、
為
世
二
首

と
、
撰
者
為
相

と
の
親
疎

が
入
集

に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
だ
が
、

一
首

で
は
あ

っ
て
も
隆
博
歌

は

離
別
部

の
巻

頭

に
配
さ
れ
て
お
り
、
入
集
歌
数

の
み
で
は
判

ら
な
い
撰
者

の
配

慮

が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更

に
そ

の
後
、
二
条
派
歌
人

の
小
倉
実
教

に
よ

っ
て
編
ま
れ
た

『
藤
葉
和
歌
集
』
で

は
、
撰
者

の
師
為
世

の
十

四
首

は
別
と

し

て
も
、
為
兼

の
三
首

よ
り

は
多

い
、
雅
有

と
同
数

の
四
首

が
入
集

し
て
お
り
、

一
応
他

の
永

仁
撰
者

に
見
劣
り
し
な

い
入
集
状

況
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

 
ま

た
散
秩
撰
集

に
目
を
転
ず
る
と
、
類
題
集

や
歌
学
書

の
集
付
、
古
筆
切
等

に
よ
り
、
真
観
撰

の

『
石
間
集
』
、
為
氏
撰

の

『
現
葉
集
』
、
清
定
撰

の

『
拾
葉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(37
)

集
』
、
源
承
撰

の

『
浜
木
綿
集
』
等

へ
の
入
集
が
確
認

で
き
る
。
加

え

て
、
真

観

が
北
条
時
宗

の
依
頼

で
撰
ん
だ
秀
歌
撰

『
現
存

三
十

六
人
詩
歌
』
(
詩

は

U

野
資
宣
撰
)

に
、
為
世

・
雅
有
と
共

に
そ

の
名

が
あ
る
事

は
、
打
聞
等
を
編

む

際

に
隆
博
が
無
視

で
き
な

い
歌
人

で
あ

っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。

 
あ
る

い
は
ま
た
、
為
家

の
息
源
承
が
反
二
条

の
歌
人
達
を
論
難

し
た
歌
学
書

『
和
歌

口
伝

』
に
、
五
首
も
引
用
さ
れ
難

ぜ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
源
承

の
眼

に

隆
博
が

い
わ
ゆ
る
反
御
子
左
派

の
歌
人

と
し
て
注
意

を
要

す
る
存
在

で
あ
る

と

映

っ
て
い
た
こ
と
を
証
し
て

い
る

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

 

こ
の
よ
う
に
、
諸
撰
集

の
入
集
状
況

よ
り
、
時
代

や
派
閥
を
代
表
す
る
撰
者

達
か
ら
も
、
隆
博
が
、
六
条
藤
家

の
伝
統

を
引
く
歌
道
家
九
条
家

の
当
主
と
し

て
、
ま
た
永
仁
勅
撰
撰
者

の

一
人

に
任
命

さ
れ
た
歌
人

と
し
て
、

一
応
そ

の
力

姓
が
認
め
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
事

が
窺

わ
れ
る

の
で
あ
る
。

 

以
上
本
稿

で
は
、
歌
人
隆
博

の
外
郭
を
官
歴

・
現
存
歌
数

・
諸
撰
集

入

集
状
況
等

の
面

か
ら
辿

っ
て
き
た
。
次
稿

に
於

い
て
は
隆
博

を
よ
り
具
体

的

に
捉

え
る
た
め
に
、
和
歌
活
動

・
庇

護
者

・
歌
風
、
そ

し
て
永
仁
勅
撰

等

を
中

心
と
す
る
諸
点
か
ら
更
な
る
検
討

を
加
え
た
い
と
思

う
。

注(1
) 
為
兼

・
雅
有

・
為
世
に
関

す
る
研
究

に
つ
い
て
は
、
「国
文
学
解
釈

と
教

材

の

 

 
研
究
」
(平

二

・
一
二
)

の

「
新
古
今
集
を
読
む
た
め
の
研
究
事
典
」

な
る

特

集

 

 
に
於

い
て
、
コ京
極
為
兼
L
(村
尾
誠

一
氏
)
・
「飛
鳥
井
家
」
(寺

島

恒

世

氏
)
・

 

 
「
二
条
家
」
(
三
村

晃
功
氏
)

の
項

目
に
そ

れ
ぞ
れ
簡
要
な
紹
介

が
あ
る
。

(2
)

隆
博

に
関
し
て
は
、
和
歌

関
係

の
辞
典

や
後
述

の
生
年
推
定

で
触

れ
る
井

上
宗

 

 
雄
氏

の
著
書
と
論
文
等
に
言
及
さ
れ
て
い
る
程
度

で
、
隆
博
単
独

の

論

考

は

無

 

 
い
。

(3
) 
久
保

田
淳
氏
は

『
新
古
今
集
全
評
釈
』
第

八
巻

(講
談
社
、
昭
五

二

・
八
)

の

 

 

一
五
三
七
番
歌

の

「
語
釈
」
に
於

い
て
、

詠
作
年
次

の
明

か
な
慈
円

の
作
例
を
検

 

 
討

さ
れ

て
、 
「
四
十
代

の
後
半
か
ら
五
十
代
前
半

く
ら

い
を

「
い
そ
ぢ
」
と
呼
ん

 

 
だ
ら
し
い
L
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

(4
) 
『
皇
代
歴
』

は
同
月

六
日
。
『
一
代
要

記
』
は
翌

正
安
元
年
十

二
月

六
日
と
す
る

 

 
が
、
正
安
元
年
中

の
隆

博
の
動
向

を
示
す
資
料

は
認

め
ら
れ
な

い
。

(5
)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
。明
治

八
年
四
条
隆

謁
に
よ
り
政
府

に
提
出

さ
れ
た
。

(6
) 
隆
教

・
隆
朝

共
に
鎌
倉
後
期
歌
壇

に
於

い
て
歌
道
家
九
条
家
を
守

っ
て
活
躍

し

 

 
た
歌
人

で
あ
る
が
、
そ
の
活
動

に
関

し
て
は
、

や
は
り
年
齢
推
定

で
触
れ
た
井
上

 

 
氏

の
御
著
書
を
御
覧
戴
き
た
い
。

(7
)

主

と
し
て

『
公
卿
補
任
』
に
拠

っ
た
が
、
他

の
資
料

よ
り
判
明
す

る
も
の
は
、

 

 
そ

の
資
料
名
を

(
 
)
に
入
れ
て
示
し
た
。
〔
 
〕
内

は
推
定
年
齢

で
あ
る
。

(8
) 

『
続
拾
遺

集
』
六

二
四
番
に
少
将
在
任

が
長

く
な

っ
た

こ
と
を
歌

っ
た
詠
が
存

 

 
す

る
。

 

 
 

 
 
 

少
将

に
侍
り
け
る

こ
ろ
よ
み
侍
り
け
る
 

 

 
 

 
藤
原
隆
博
朝
臣
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い
く
と
せ
か
か
ざ

し
き

ぬ
ら
ん
三
笠
山
お
な

じ
ふ
も
と

の
秋

の
も
み
じ
ば

(
9
) 

 

 
 

文
永

八
年
正
月
叙
位

に

一
級
ゆ
る
さ
れ
侍
り
け
る
に
、
内
裏

に
て
禁

 
 
 
 
 
 
 
庭
松
久

と
い
ふ
事
を
講
そ
ら
れ
け
る

に
よ
み
は

べ
る

従

二
位
隆
博

 
 
 
 
 
千
代

ふ
べ
き
雲

ゐ
の
松

に
み
ゆ
る

か
な

ひ
と
し

ほ
ま
さ
る
春

の
め
ぐ

み
は

 
 
 
前
後

の
位

よ
り
、

こ
れ
を

『
公
卿
補
任
』

に
記
載

の
欠
け
た
従

四
位

上
に
叙

せ

 
 
ら
れ
た
折

の
詠

と
推
定
し
た
。

(
10
) 
『
増
補
史
料
大
成

』
の

『勘
仲

記
』
二
十

二
日

・
二
十

五
日
条

で
は
、
「(
四
位
)

 
 
院
司
隆
輔

(朝
臣
)
」
と
翻
字

さ
れ
る
が
、
東
洋
文
庫
岩
崎
文

庫
蔵

(
現

在
、
国

 
 
立
歴
史

民
俗
博
物
館

の
所
蔵
と
な
る
)

の
自
筆

『
兼

仲

卿

記
』

に
よ

っ
て

「隆

 
 
博
」
の
誤

り
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
11
)

叙
位

の
日
付

は

『
一
代
要
記
』
に
拠
る
。

(
12
) 

顕
季
流

の
人

々
の
血
縁
関
係

に
付

い
て
は
次

の
系
図
を
参

照
戴

き
た
い
。

(
13
)
 
九
条

と
い
う
家
号

に
付

い
て
は
、
拙
稿

「
六
条
藤
家
か
ら
九
条
家

へ
ー
人
麿
影

             顕
             季

      「一一一L_「
      顕         家    長
      輔         保    実
_     _i  I

一] 一

顕
駅

 1 _
ヨ

知
.氷

「

「
 轟く

 秀＼

 1

編

ろく 親
衡 '天

    f      秀
   家    《日

    1

   悔 簑
    1  1

   P欠    氏
   づく

一 十 ㎜
β条   口条   ,交   る丸
1育   卓lI  '家   f菱

「 一

勢 舗1蛙

雀
相

     ろく
     成

r-_      1

成      隆親      
季

           i
           ト

          路
          y,

成       隆
実      衡

    「 一一 ヨ
   貞 隆  隆
    ∫・ 親 綱

       1 [

       隆  降       顕  行

       1 「

       隆  降       P尺 肪

隆
資

 

趣
懲「

顕
氏

ー

弔
氏
ー

顕
教

 

 

 

ー
顕
名

 
 
と
大

嘗
会
和
歌
l
L
(
『芸
文
研
究
』
五

三
、
昭

六
三

・
七
)
を
参
照
戴

き
た
い
。

(14
) 
盛
家

の
叙
爵

は
隆
博

よ
り

二
年
遅

い
建
長
元
年

(
一
二
四
九
)

正
月

五
日
、
叙

 
 
従

三
位

は
隆
博

よ
り
三
ヵ
月
後

の
弘
安

四
年

(
一
二
八

一
)
四
月
十
九

日
、
そ
し

 
 
て
公
卿

に
な

っ
て
以
後
無
官

の
ま
ま
正
応

二
年

(
一
二
八
九
)

四
月

五
日
に
正
三

 
 
位

で
出
家

し
て
い
る
。

(15
)
 
こ
の
こ
と
に
関

し
て
は
井
上
宗
雄
氏

「
新
古
今
時
代

に
お
け
る
六
条
家
」

(『古

 
 
代
文
化
』

三
七
巻

一
一
号
、
昭

六
〇

・

一
一
)

に
詳
細
で
あ
る
。

(16
)
 
六
条
本
家

は
歌
道
を
離
れ
た
後
、
重
家
よ
り
伝
わ
る
楽

を
家
職

と
す

る
家

と
し

 
 
て
存
続

し
た
ら

し
い
。 
『
鳳
笙
師
伝
相
承
』

や

『
大
家

笛
血
脈
』

に
は
、
中
院
右

 
 
大
臣

に
学

ん
だ
重
家
以
降
、
盛
家

の
孫
家
俊

に
至
る
七
代

の
名
が
連
な
り
、
殊

に

 
 
前
者

に

「自
大
宰
大
弐
重
家
至
家
俊
朝
臣
。
子
孫
次
第
相
伝
」

と
の
注
記
が
あ
る

 
 
如

く
笙

の
家

で
あ

っ
た
。
『御
遊

抄
』
を
見

る
と
御
元
服

・
御
会
始

・
立
后

・
任
大

 
 
臣
等

の
御
遊

に
於

い
て
、

六
条
本
家

の
歴
代
が
笙
を
奏
し
て
い
る

の
だ
が
、
そ
れ

 
 
も
盛
家

ま
で
で
氏
家
以
降
そ

の
名
が
無

い
。
「盛
家
挙
状
」
に
窺

わ
れ
る
盛

家

の

 
 
悩

み
の
因

は
こ
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う

か
。

(17
)

少
将
還
任
後

の
文
永

八
年

(
二

一七

一
)
正
月
十
七
日
、
射
礼

に
参

じ
た
隆
博

 
 
は
盃

の
順

を
め
ぐ
り
、 
『
吉
続
記
』

の
記
主
左
少
弁
吉
田
経
長
と
相
論

と
な
る
。

 
 
 
 
晴
、
入
夜
参
射
礼
、
(
中
略

)、
在
予
座
下
、
任
位
次
着
座
也
、
上
卿
、
近
衛

 
 
 
 
将
隆
博
朝
臣
等
、
奥
、
左
宰
相
中
将
、
予
、
少
納
言
等
、
北
座
、
上

卿

前

居

 
 
 
 
長
台
盤
居
繊
、
宰
相
被
催

二
献
、
予

一
献
之
後
所

ノ也
、
運
.、
毎
恐
、
造
酒
司
持

 
 
 
 
参
盃
、
上
卿
飲
了
唱
平
、
次
宰
相
飲
之
、
予
欲
飲
之
処
、
隆
博
朝
臣
可
為
位

 
 
 
 
次
之
由
申
之
、
予
所
存
可
為
官
次
之
由
申
之
、
近
例
毎
度
栢
論
、
可
為
別
盃

 
 
 
 
之
由
、

上
卿
被
命
、
錐
為
別
盃
、
次
将
先
可
飲
之
由
執
之
、
可
為
別
盃
者
、

 
 
 
 
先
可
飲
之
由
予
申
、
及
此
相
論
移
時
、
傍
予
揖
起
座
早
出
、
近
例
如
此
相
論

 
 
 
 
之
時
、
弁
早
出

(以
下
略

)

 
 
こ
こ
に
同
族
中

で
も
例

の
希
な
少
将

に
任

じ
ら
れ
た
隆
博
の
気
負

い
が
感

じ
ら
れ

 
 
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

(18
) 
但
し
権
官
で
あ
る
。
『
玉
葉
』
安
元

二
年

(
=

七
六
)
十

二

月

五

日

条

の

 
 

「但
今
度
除
目
第

一
之
珍
事
、
左
少
将
顕
家
也
、
是
関
白
懇
望
云

々
」

と
の

一
節

 
 
よ
り
、
顕
家

の
少
将
任
官
が
、
近
侍
し

て
い
た
関
白
松
殿
基
房

の
後
押
し

に
因

る

 
 
も
の
で
あ
り
、

か
つ
、

い
か
に
異
例

の
も

の
で
あ

っ
た
か
が
判
る
。
猶
、

こ
の
件

 
 
に
付

い
て
は
、
辻
彦

三
郎
氏

『
藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究
』
(吉
川

弘

文

館
、
昭

 
 
五
二

・
五
)

の
第

二
章
第
四
節

に
詳
し
く
、
そ
れ
に
拠
る
と
、
基
房

は
顕
家
を
鍾

 
 
愛

し
て
い
た
と
言

う
。
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(
19
)
 
隆
博
息
隆
教

や
、
知
家
弟
顕
氏
を
祖
と
す
る
紙
屋

川
家

の
隆
博

以
降

の
世
代

の

 
 
者
達
が
中
将

に
任

じ
ら

れ
て
は
い
る
。

(
20
)
 
隆
博

以
外

の
三
人

の
昇
進
年
齢

は
主

と
し
て

『
公
卿
補
任
』
に
拠

っ
た
。

(
21
)
 
但
し
、
六
条
盛
家

は

『
公
卿
補
任
』

に
拠
る
と
初
名
は

「
盛
長
」
で
あ

っ
た
。

(22
) 
四
条
隆

衡
女
貞

子
が

西
園
寺
実
氏
室

と
な
り
、
後
嵯
峨
院
中
宮
後
深
草

・
亀

山

 
 

二
代
の
国
母
大
宮
院
嬌

子
、
後
深
草
院
中
宮
東

二
条
院
好
子

の
生
母
と
な

っ
て
、

 
 
鎌
倉
中
期
に
お
け
る
西
園
寺
家

の
栄
華

と
四
条
家

の
権
勢

の
礎
が
固
め
ら
れ
た
の

 
 

で
あ

っ
た
。

(23
)

貞
子
父
隆

衡
の
母
は
平
清
盛
女

で
あ

っ
た
。

四
条

・
平
両
家

の
関
係

に
付

い
て

 
 

は
角
田
文

衛
氏

『平
家
後
抄
 

上

(下
)
』
(朝

日
新
聞
社
、
昭
五
六

・
四
、
五
)

 
 

に
詳
細
で
あ
る
。
又
同
書

は
前
注

の
北
山
准
后
貞
子
並
び

に
四
条

・
西
園
寺
両
家

 
 

の
関
係
と
繁
栄
の
様

に
関
し
て
も
触

れ
る
所
大

で
あ

る
。

(24
) 
善
勝
寺
と
長
者
制

に
関

し
て
は
、
平
山
敏
治
郎
氏

『
日
本
中
世
家
族

の
研
究
』

 
 
(法
政
大
学
出
版
局
、
昭
五
五

・
四
)

に
詳
細
で
あ
る
。

(25
)

善
勝
寺
長
者

に
な

っ
た
者

に
は
、 
『
尊
卑
分
脈
』

に

「
善
勝
長
」
と
注
記
が
存

 
 
す

る

(
後
代

に
な
る
と

『
公
卿
補
任
』

に
も
明
記

さ
れ
て
い
る
)
。 

顕
輔
が
長
者

 
 

と
な

っ
た
の
は
、
兄
家
保

の
子
正

二
位
中
納
言
家
成
が
仁
平
四
年

(
一
一
五
四
)

 
 

五
月

二
十
九
日
に
没
し
て

(台

記
)

か
ら
、
自
身
が
翌
年
五
月
七
日

に

没

す

る

 
 

(公
卿
補
任
)

ま
で
の
間

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

(26
)
 

『
平
戸
記
』
寛

元
二
年

(
一
二
四
四
)

三
月

二
日
条
。

(27
)
 

『
明
月
記
』
寛

喜
三
年

(
一
二
三

一
)
九
月

七
日
条
。

こ
の
件

に
関

し
て
は
拙

 
 
稿

「
人
麿
影

の
伝
流
ー

影
供

料
里
海
庄
を

め
ぐ

っ
て
l
」
(『
和
歌
文
学
研
究
』
六

 
 

〇
、
平

二

・
四
)
を
参
照
戴

き
た
い
。

(
28
) 

『
続
門
葉
集
』
八
三
三

 
 
 
 
 
永
仁

の
こ
ろ
勅

撰
の
さ
た
侍

り
け
る
に
、
大
蔵
卿
隆
博
歌
を
た
つ
ね
け
る

 
 
 
 
 
を

つ
か
わ
す
と
て
そ

へ
侍

り
け
る
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
法
印
隆

勝

 
 
 
和

か
の
う
ら
や
む
れ
ゐ
る
田
鶴

の
そ
の
数

に
か
ず

な
ら
ぬ
身
も
名
を
残
さ
ば
や

(
29
) 

『
鳳
笙
師
伝
相
承
』
に
は

「
九
条
少
将
隆
清
」

と
茂
家

の
弟

の
名
を
記
す
箇
所

 
 

も
あ
る
。
隆
清

が
少
将

と
な

っ
た
事
実

は
、
現
在

の
と
こ
ろ
確
認
し
得
ず
、
元

々

 
 

「九
条
少
将
」
と

の
み
あ

っ
た
も
の
に
注

記
を
誤

っ
た
と
も
考

え
ら
れ

る
。
し

か

 
 

し
な
が
ら
、
『豊
原
系
図
』
(
群
書
類
従
本
)
中

の

「相

承
次
第
」

に
も
、
同
じ
く

 
 
両
者

の
名
が
挙
が

っ
て
お
り
、
猶
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
後
者

に
拠

る
と
茂
家

は

 
 

後
光
厳
院
や
後
円
融
院

の
笙

の
師
と
な
る

の
だ
が
、
茂
家

の
楽

の
面

で
の
活
動
が

 
 

明
か
で
は
な

く
、

に
わ
か

に
は
信
じ
難

い
。

(30
)
 
四
条
流

と
六
条
流
と

の
婚
姻
は
余
ワ
例
が
な

い
が
、

た
と
え
ば
隆
博

の
曾
祖

父

 
 
顕
家

の
母
は
家
成
女
子
で
あ
り
、
同
母
兄
弟

に
経
家

・
有
家

・
保
季
等
が

い
る
。

(
31
)
 
改
名

の
あ

っ
た
建
長
期

は
、後
嵯
峨
院

の
人
麿
影
供

に
対
す
る
興
味

を
背
景
に
、

 
 

六
条
流
九

条
家

は
人
麿
影
供
創
始
者
の
末
喬
と
し
て
、
又
、
人
麿
影
を
相

伝
す
る

 
 
家

と
し
て
、
当
時

の
歌
壇

に
そ

の
存
在
を
強
く
主
張
し
た
時
代

で
あ

っ
た
。

こ
の

 
 
件

に
関
し

て
は
、
注
(
13
)
で
触
れ
た
拙

稿
並
び

に
、
「
人
麿
影
供
年
譜

稿
ー
鎌

倉

 
 
時
代
篇
l
」
(『
三
田
国
文
』

=

一、
平
元

・
一
二
)
を
参
照
戴

き
た

い
。

(
32
)
 
歌
番
号
は
主

と
し
て

『
新
編
国
歌
大
観
』
(
一
～

八
巻
)

に
拠

っ
た
が
、
『歌
枕

 
 
名
寄
』

は
渋
谷
虎
雄
氏

『
校
本
講
枕
名
寄
本
文
篇
』
(桜

楓

社

、
昭
五

二

・
三
)

 
 

に
拠

っ
た
。
又
、
歌
番
号

の

(
 
)
は
同

一
歌
が
前
掲

作
品
に
あ

る

こ

と

を
、

 
 
〈
 
〉

は
集

付
を
示
す
。
「
C
 

秀
歌
撰

・
私
撰
集
」
は
、
原

則
と
し
て
他
資
料

に

 
 
見

え
な

い
歌
を
有
す
る
も

の
に
限

っ
た
が
、
入
集

に
意

義
が
認

め
ら
れ
る
も
の
は

 
 

こ
れ
を
挙
げ

た
。

(33
) 

こ
の
歌
合

は
現
存
諸
本
皆
欠
脱
が
有
り
、
為

に
隆
博

歌
も

「月
下
拷
衣

」
題

の

 
 

四
十

一
番
右
歌
が
欠
け
て

い
る
。
た
だ
し
、
同
歌
合

の
他

の
隆
博
歌
を
採
歌

し
て

 
 

い
る

『
和
漢
兼
作
集
』

に
同
題

の
隆
博
歌

(
八

一
八
)
が
存

し
て
お
り
、

こ
の
歌

 
 
が
歌
合

の
欠
け
た

一
首
で
あ
る
可
能
性

は
高

い
も
の
と
思

わ
れ
る
。

(
34
) 
現
存
本

は
書
陵
部
蔵

『
内
裏
御
会
』
(
五
〇

一
二
二
三
九
)

一
本

の
み
で
あ
り
、

 
 
同
本

は
丁
移
り

の
間

に

「
月
前
待
恋
」
題

の
隆
博
歌
を
欠
い
て
い
る
。

(
35
) 

『
拾
遺
風
体
集
』
諸
本
で
は
作
者
を

「隆

持
卿
」
と
す
る
が
、

こ
の
詠

は

「新

 
 
後
撰
集
」
入
集
歌

で
あ
る
。
中
川
博
夫
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。

(36
) 
隆
教

の
子
達

の
勅
撰
入
集
歌
数
は
、
隆
朝
が
六
首
、
隆
清

が

一
首
、
隆
朝

の
子

 
 
行
輔

が
五
首
、
徽
安
門
院

小
宰
相
が
九
首

で
あ

る
。

(
37
) 
散
侠
私
撰
集

に
付

い
て
は
、
『簗
瀬

一
雄
著
作
集
四
 
中
世
和

歌
研
究
』
(加
藤

 
 
中
道
館
、
昭
五

六

・
六
)

に
詳
細
で
あ
る
。
同
書

に
は
、
隆
博
歌

も

含

め

て
、

 
 

『
石
間
集
』
・
『
現
葉
集
』
・
『
拾
葉
集
』
入
集
歌
が
収
集
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
手

 
 
鑑

『
藻
塩
草
』
中

の

「
冷
泉
源
承
」
筆

「
笠
間
切
」
な
る
歌
集

切

は

「
浜

木

綿

 
 
集
」

の
断
簡

で
あ
り
、

こ
こ
に
、
作
者
名
を

「
刑
部
卿
隆
博
し

と
し
て
、 
『
新
後

 
 

撰
集
』

六
六
四
番
歌

と
同

一
歌
が
見
え

て
い
る
。
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